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　造影マンモグラフィは，造影剤を静注後，
通常のマンモグラフィと同様のポジショニ
ングを取りながら，低エネルギー（通常の
マンモグラフィと同じ）と高エネルギーの
2種類の電圧で瞬時に撮影し，その画像
をサブトラクションすることで，新生血管
を伴う病変を描出する技術である（図1）。
従来のマンモグラフィにおける最も大きな
弱点であるdense breastに対しても，造
影効果を見ることで有効な検査法となる
ことが期待されている。

78～92％である。フランスからの報告
では，通常のマンモグラフィと超音波の
みの実施と比較して，造影マンモグラフィ
を追加した時に感度が有意に高くなり
（78％ vs71％，p＝0.006），ROCカーブ
も向上する（0.87 vs 0 . 83，p＝0.045）
ことが示された3）。米国のMemorial 
Sloan Kettering Cancer Centerから
は，乳がんと診断された症例に造影マン
モグラフィとMRIを実施し，病理と対
比した結果が報告された4）。既知の乳が
ん52病変を描出できたのは，従来のマ
ンモグラフィが41例（81％）であったの
に対し，造影マンモグラフィ，MRIとも
に50例（96％）であった。また，同側乳
房内の多発25病変の検討では，造影マ
ンモグラフィが14例（56％）検出できた

撮影方法

　具体的な撮影方法は，図2に示すとお
りである。造影剤を注入2分後に患側
MLOから撮影を始め，左右2方向を通
常10分以内に終了する1），2）。被ばく量も，
従来のマンモグラフィと比較して1.2倍
程度であり，各国の基準内である。

世界での現状

　以前から血管造影としての造影マンモ
グラフィは存在したが，dual energyを
用いた現在の造影マンモグラフィの臨床
応用が始まったのは2010年からである。
これまでの報告では，乳がん検出感度は
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図1　エネルギーサブトラクションの原理
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正常乳腺組織部分が消え，
造影された部分が強調される

図2　造影マンモグラフィの撮影方法

■造影剤注入：CTなどで広く行われている方法
　　・造影条件（GE recommendation）
　　　流速：3cc/s，濃度：300mg/mL，投与量：1.5mL/1kg

■撮影条件：デュアルエナジーサブトラクションの活用
　　・低エネルギー撮影（通常のマンモグラフィと同等）
　　・高エネルギー撮影（45～ 49kVを使用）
　　・注入開始2分後から撮影　7～ 10分くらいを目安に終了

■  撮影方向：  広く用いられている左右CC，MLOの2方向撮影
（計4回のポジショニング）

　　・通常のマンモグラフィとの比較読影が容易

　　  平均乳腺線量は従来の約1.2倍

1回の曝射ボタンで低高同時撮影 
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Ⅱ 二次検診（精密検査）における画像診断の動向

明石　定子　昭和大学医学部乳腺外科

2．精密検査におけるDMGの技術進歩と臨床応用

3）   造影マンモグラフィを
精密検査にどう生かすか？
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